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次回の理事会、秋季講演会及び情報交流会は１１月１６日(水)に開催予定 

 外食協は、標記理事会等を１１月１６日(水)に開催することで先月号においてもお知らせしました。 

理事会は、①日時:同日１３～1５時、②場所：ＫＫＲ ＨＯＴＥＬ ＴＯＫＹＯ、③議題：平成２８年

度展示会事業（外食産業フェア）の実施報告について（関係支部長報告）等について、秋季講演会は、

①日時:同日１５時１０分～1６時３０分、②場所：同ホテル、③演題及び講師は未定。情報交流会は、

①日時:同日１６時４０分～1８時３０分、②場所：同ホテル。 

 

食品流通構造改善緊急対策事業の追加募集について 

 会員企業がコンピューター、冷凍庫、冷凍車等を導入する際、導入資金の２／３相当額の無利子融資制

度の適用を受けるには、会員の導入機器等に関し外食協が「食品流通構造改善促進法に基づく構造改善計

画」を作成し、農林水産大臣の認定を受けることが必要となっています。平成２８年度分については、既

に５社認定実施しましたが、会員の企業より追加の希望があれば、農水省へ追加申請を行いますので、ご

希望があれば「構造改善計画書」を至急提出下さい。なお、手続きにはかなり時間がかかりますので、円

滑に事務が進むように内容等について事務局に事前相談して頂き、また、導入計画の時期は原則２８年１

２月～２９年３月末のものとさせて頂きます（２９年４月早々の機器導入については事務局へご相談くだ

さい。）。更に、次頁に冷凍車を例とした、制度利用時のメリットをまとめましたので参照ください。 

 

外食産業フェア準備の状況について 

外食協は、今年度開催予定の外食産業フェアの作業を、近畿、東海・北陸の２支部において、それぞれ

進めており、出展社数も前年同様多数となりました。ご協力いただく各社に紙面をお借りし、感謝申し上

げると共に、皆様方の多くの来場をお待ちしております。 

名  称 開催都市 期  間      会     場 

第６７回外食産業フェア 大阪市 28．9．14（水）～15(木) インテックス大阪 3 号館 

第２７回 NAGOYA フードビジネスショー 名古屋市 ２8. 9．20（火）～2１（水） 名古屋中小企業振興会館吹上ホール          

 

震災時の食品産業事業者の連携・協力体制に関するマッチングセミナー開催について 

 先月号でお知らせした、食料品地域物流円滑化等推進協議会が農水省の補助事業として実施する標記マ

ッチングセミナー(無料)の日時・場所が決まりましたので、お知らせします。なお申し込みは、協議会Ｈ

Ｐ（http://www.ofsi.or.jp/ailf/index.htm）から会員各自で行って頂きますが、９月中旬にＨＰにアッ

プの予定です。 

開催日程 会            場 

10 月 21 日(金) 宮崎会場 ニューウェルシティ宮崎２階 関之尾 

10 月 28 日(金) 静岡会場 ＣＳＡ貸会議室 5Ｄ 

11 月 11 日(金) 名古屋会場 オフィスパーク宝第一ビル４Ｂ  

11 月 25 日(金) 高知会場 高知城ホール大会議室 

平成 29 年 

2 月 1 日(水) 
東京会場 フォーラムミカサエコ ７ｆホール 

 

時  間        講  演  内  容 

13：00～14：00 震災時における食品サプライチェーンの強靭化について 

14：00～14：20 食品産業ハザートマップの解説 

14：20～14：50 震災時における連携・協力の事例紹介 

14：50～15：00 休  憩 

15：00～16：00 震災時における連携・協力体制構築のためのマッチング 

16：00 閉  会 

           ＊講演内容及び会場等は変更となる場合があります。 



 

東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部事務局(内閣官房)が主催する各省庁連

絡会議のヒアリングについて 

 ご報告が遅れましたが、さる７月１４日に内閣府において、当協会会員２社に対するヒアリングが実施

されました。２０２０年のオリンピック開催により、各国の選手や関係者また外国人観光者の増加により

インバウンドが現在２千万人から更に１千万人増となった時の食の量と質に関して、外食卸流通の実態及

び外食卸売業の立場からどのような対応ができるかを聞くことによって、国として進めようとする、国産

原料の利用促進、ハラルへの対応、ドーピング対策からのトレーサビリィティの着実な実行等にどのよう

な準備が必要かを検討するというのがヒアリング開催の趣旨でした。なお、ヒアリングの対象としては、

栄養士会、ケータリング業、卸売業(生鮮卸、生鮮仲卸、外食卸)であり、外食卸では当協会が選定されま

した。 

 

会員状況アンケート調査について 

 ８月２４日に正会員様宛に事業規模および事務局への要望に関するアンケート調査をメールでお願い

いたしましたので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。提出締め切りは９月３０日までです。 

 

 

≪食品流通構造改善緊急対策事業のメリット概要≫ 

 

１．導入施設等（27 年度） 

いすずエルフ ３ｔ ＳＴ冷凍車 
 価 格； 

車体価格  3,040,000 

 架装価格  2,870,000 

  計   5,910,000 

代金総額 ￥6,382,800（税込） 

２．導入方式：割賦方式（購入選択権付きリース） 

３．対策事業導入メリット 

   ５年間換算で 466,560 円 

 

(注)会員の皆様には、メリット詳細版を個別にメールで送付させて頂きます。 


